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 我が国の精神科医療は，長年，入院治療中心であったが，近年では入院治療中心から地域生

活中心へという基本方策が掲げられ，精神障害者の地域生活を支援する体制の強化が図られて

いる（厚生労働省，2004）。アメリカでは社会復帰施設（ナーシングホームやグループホーム，

地域活動拠点施設など）の整備が進んでおり，早期退院を地域で受け入れる体制が確立されて

いるのに対し，わが国では受け入れ体制の整備が遅れており，整備検討が進められている。日

本の精神医療のあり方は見直されつつある。（小竹，2006）。 

 日本の精神医療を，入院中心から地域中心へ移行していくには，当事者がその人らしい充実

した地域生活を送れるような包括的支援が望まれる。当事者がその人らしい充実した地域生活

を送るためには，地域における居場所と心の拠り所の獲得が非常に重要であると考えられる。

居場所とは，「人が他者に認められながら安心して過ごすことができ，あるがままの自分でい

られる場」である。心の拠り所とは，「居場所において，他の人々のために自分を役立てていく

ことにより，生きている充実感をもち，心の支えとなっているもの」である（濱田・堤，2010）。 

 居場所感を持つには人とのつながりを築くことが必要不可欠であると考えられるが，精神疾

患をもつ人は，一般的に対人関係の技術が未熟で，感情表現も乏しく，自己評価も低いことか

ら意思決定や選択が難しく，人間関係を築き保っていくことは患者にとって大変困難になる

（畦地，2002）。 

そこで，言語的なコミュニケーションを必要としない，触れるケアの効果に着目した。触覚

には，触れる人と触れられた人との間で，相互に影響を与え合うという特徴がある（山口，2022）

ことから，コミュニケーションがうまく成り立たない相手とも触れるケアを通して通じあえる

ものがあるのではないかと考えた。近年，精神看護領域における触れるケアは，精神科に入院

している統合失調症患者とその家族，患者に関わる看護者にとって有効な介入方法として活用

される傾向にある（平上ら，2019）。 

 本研究では，見谷他（2018）を参考に，地域で暮らす精神障害者へハンドマッサージを行い，

その効果を検討した。見谷他（2018）は，5分間と 10分間のハンドマッサージの実施時間の違

いによる生理的および心理的効果を検討し，5 分間というごく短時間の実施でもリラックスな

どの心理的効果があることを明らかにしている。 

 実験方法は，まず実験参加者に，フェイスシートの記入を求め，触れられることに「とても

抵抗がある」と回答した者を除外した。その他の者には，実験前・実験後ともに，主観的幸福

度スケール Visual Analogue Scale of Happiness (VAS-H) ，セルフ・コンパッション尺度日

本語版（短縮版），日本語版 Body Perception Questionnaire-Body Awareness（BPQ-BA）超短

縮版，の３種類の質問紙に記入を求めた。また，パソコンを使い，ビーズタスク課題を行った。

その後，実験群には５分間のハンドマッサージを，統制群には５分間リラックスをしてもらい，

週２回，３週間かけて，計 6回行った。実験前後では，簡易気分調査票に記入を求め，マッサ

ージによる肯定的感情と否定的感情の効果を測定した。 

結果は，簡易気分調査票の肯定的感情，否定的感情ともに有意差が認められ，その他の尺度

に関しては，有意差は認められなかった。 
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マッサージ後の簡易気分調査票の肯定的感情と否定的感情への効果があったことから，本研

究でもハンドマッサージによる心理的リラクゼーション効果が明らかになり，先行研究と同様

の結果となった。健常者を対象とした見谷他（2018）に対し，本研究では精神障害者を対象と

したので，５分間という短時間のハンドマッサージは，健常者のみならず，精神疾患患者や精

神障害者にも効果があるということが明らかになった。５分という短時間で効果を出せるとい

うことは，患者やマッサージを行う側にも負担がかからないので，忙しい医療や福祉の現場で

も，実践しやすく取り入れやすいのではないかと考えられる。本研究により，短時間でのマッ

サージがさらに広まり，精神障害者が地域で安定して暮らせていけるための一助となることが

示された。 
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